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大阪府立泉尾高等学校　白稜会
平成30年度総会のお知らせ

　

母
校
は
、
今
春
か
ら
大
正
白
稜
高
校

新
入
生
二
百
四
十
名
を
迎
え
て
、
泉
尾

高
校
71
・
72
期
生
二
・
三
年
生
と
大
正

白
稜
高
校
一
年
生
の
両
校
が
存
在
し
ま

す
。
三
学
年
の
力
を
合
わ
せ
た
シ
ェ
ア

の
中
で
高
校
生
活
を
力
一
杯
歩
ん
で
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

白
稜
会
は
、
大
正
15
年
の
発
足
以
来
、

母
校
の
進
学
や
就
職
な
ど
、
生
徒
の
多

様
な
進
路
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
活

動
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
2
万
６
千
余

名
も
の
会
員
を
有
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
昨
年
入
学
の
72
期
生
が
泉
尾
高
校

生
最
後
の
会
員
と
な
り
、
存
続
の
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　

白
稜
会
で
は
、
昨
年
に
大
正
高
校
同

窓
会
の
皆
様
と
共
に
同
窓
会
継
承
を
願

い
、
共
に
歩
む
提
案
の
ご
相
談
を
致
し

ま
し
た
が
、
大
正
高
校
同
窓
会
の
皆
様

　

平
成
30
年
度
入
学
者
募
集
時
よ
り
、
母
校
の
校
地
校
舎
に
大
正
高
校
と
統
合

整
備
さ
れ
、
名
称
も
「
大
正
白
稜
高
等
学
校
」
と
し
て
新
た
な
総
合
学
科
制
の

新
校
が
好
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　

母
校
は
、
本
年
平
成
30
年
度
か
ら
、「
大
正
白
稜
高
等
学
校
」
の
第
一
期
生
を

迎
え
、
新
た
な
総
合
学
科
高
校
と
し
て
船
出
し
ま
し
た
。
白
稜
会
は
泉
尾
高
等

女
学
校
、
泉
尾
高
等
学
校
の
同
窓
生
の
築
き
上
げ
た
96
年
の
伝
統
が
強
く
引
き

継
が
れ
る
中
で
、
同
窓
会
活
動
を
継
承
し
、
引
き
続
き
母
校
の
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
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会場は　ホテルヴィアーレ大阪

平成30年度 総会

今年は新会場です今年は新会場です
４階 ヴィアーレホール

白稜会は活動を継承・継続します白稜会は活動を継承・継続します
新
高
校

「
大
正
白
稜
高
等
学
校
」
開
校

は
、
独
自
に
歩
ま
れ
る
と
の
事
で
、
残

念
な
が
ら
約
二
年
後
に
同
窓
会
の
閉
会

を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
稜
会
は
、
母
校
か
ら
継
続
の
要
望

を
い
た
だ
き
、
泉
尾
高
校
〜
大
正
白
稜

高
校
へ
の
、
同
窓
会
支
援
の
承
認
を
い

た
だ
き
、
役
員
・
常
任
委
員
会
で
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
同
窓
会
の
継
承
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

従
い
ま
し
て
、
白
稜
会
会
員
は
泉
尾

高
校
72
期
生
（
最
終
学
年
）
に
続
き
翌

年
に
は
大
正
白
稜
高
校
の
１
期
生
が
繋

が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

時
期
尚
早
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三

年
後
に
卒
業
予
定
の
、
大
正
白
稜
高
校

１
期
生
の
新
入
会
員
を
温
か
く
お
迎
え

下
さ
り
、
育
ま
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

→ →



着
任
の
ご
挨
拶

吉
　
村
　
　
烈

泉
尾
高
校
　

第
二
十
二
代
校
長

大
正
白
稜
高
校
　

校
長

平成30年（2018）年５月１日　　（２）白　　稜　　会　　報第　65　号

　

平
素
は
白
稜
会
運
営
に
当
た
り
、

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
前
回
の
会
報
や
各
社

の
報
道
に
よ
り
ご
存
知
と
は
存
じ

ま
す
が
、
母
校
が
大
正
高
校
と
の

統
合
に
よ
り
「
大
阪
府
立
大
正
白

稜
高
等
学
校
」
と
し
て
今
年

４
月
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

泉
尾
高
校
は
現
在
２
年
生

と
３
年
生
を
有
し
二
〇
二
〇

年
の
３
月
に
最
後
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
、
校
名
が
消
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
泉

尾
高
女
か
ら
引
き
継
い
だ
伝

統
は
そ
の
ま
ま
、
大
正
白
稜

高
校
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

白
稜
会
は
二
〇
二
一
年
に

卒
業
す
る
大
正
白
稜
高
校
の

生
徒
を
会
員
と
し
て
迎
え
る

こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
正
白
稜
高
校
は
今
年
３

月
に
行
わ
れ
ま
し
た
選
抜
入

試
試
験
で
、
定
員
二
四
〇
名

の
と
こ
ろ
二
六
七
名
の
応
募

が
あ
り
、
順
調
な
滑
り
出
し

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
大
阪
府
予
算
は

大
正
白
稜
高
校
設
立
に
当

た
っ
て
、
従
来
の
総
合
学
科

新
校
設
立
予
算
に
比
べ
ま
す

と
相
当
な
低
予
算
の
金
額
と
聞
き

及
ん
で
お
り
ま
す
。

　

備
品
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
は
当

然
大
阪
府
が
予
算
化
し
て
い
る
の

で
す
が
、
校
歌
や
広
報
（
学
校
案

内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）
活
動
に

対
す
る
予
算
は
非
常
に
少
な
く
、

学
校
か
ら
支
援
を
要
請
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
「
大
正
白
稜
高
校

協
力
基
金
」
を
皆
さ
ま
方
か
ら
募

集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

年
会
費
な
ど
お
願
い
が
多
く
心

　
　

苦
し
い
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す

　
　

が
、
順
調
に
滑
り
出
し
た

　
　

「
大
正
白
稜
高
校
」
が
さ
ら

　
　

に
力
強
く
育
っ
て
行
く
為
に
、

　
　

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て

　
　

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

　
　

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

　
　

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

　
　

ま
す
。

　
　
　

ご
協
力
い
た
だ
く
に
あ

　
　

た
っ
て
は
年
会
費
払
込
用
紙

　
　

の
上
段
の
「
大
正
白
稜
高
校

　
　

協
力
基
金
」
払
込
用
紙
を
付

　
　

け
て
お
り
ま
す
の
で
そ
れ
を

　
　

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
　

一
口
千
円
で
す
が
、
記
載
さ

　
　

れ
て
い
る
金
額
を
変
更
し
て

　
　
　

お
使
い
い
た
だ
い
て
も
結

　
　

構
で
す
。

　
　
　

こ
の
度
の
大
正
白
稜
高
校

　
　

協
力
基
金
に
関
し
て
不
明
な

　
　

と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

　
　

事
務
局
ま
で
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　

メ
ー
ル
な
ど
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
事
務
局
は

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
、
盆
休

み
、
祭
日
を
除
く
）
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

白
稜
会
員
の
皆
様
、
平
素

は
白
稜
会
運
営
の
上
に
多
大

な
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
大
正
白

稜
高
等
学
校
が
開
校
し
、
入

学
選
抜
試
験
に
お
い
て
定
員

オ
ー
バ
ー
の
応
募
数
の
結
果
、

二
百
四
十
名
の
第
一
期
生
が

産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
は
泉
尾
高
校
生
71
・

72
期
大
正
白
稜
高
校
１
期
生

の
三
学
年
で
の
学
校
運
営
・

生
活
が
始
ま
り
、
大
変
良
い

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
こ
と

に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

　

白
稜
会
の
皆
様
に
は
、
平

素
よ
り
本
校
教
育
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
４

月
１
日
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
吉
村
烈
で
ご
ざ
い
ま
す
。

97
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た

泉
尾
高
等
学
校
の
校
長
、
ま

た
泉
尾
高
校
、
大
正
高
校
の

継
続
の
歩
み

辻
　
井
　
　
勝

白
稜
会 

会
長

（
高
校
17
期
）

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
母
校
の
発

展
を
願
う
に
あ
た
り
、
今
春

の
結
果
だ
け
で
は
無
く
、
さ

ら
な
る
上
を
目
指
す
こ
れ
か

ら
の
歩
み
方
が
非
常
に
大
切

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
を
ス
テ
ッ
プ
に
大
い
に

羽
ば
た
い
て
い
た
だ
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

母
校
は
「
白
稜
シ
ッ
プ
」

と
し
て
総
合
学
科
の
幅
広
い

進
学
・
就
職
に
対
応
す
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
す

る
に
あ
た
り
、
昨
年
度
よ
り

教
室
や
設
備
の
改
修
に
着
手

す
る
と
同
時
に
、
新
し
い
制

服
、
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
、
校

歌
の
制
作
や
広
報
費
等
、
開

校
に
向
け
た
様
々
な
内
容
変

更
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
大
阪
府
の
新

校
設
立
予
算
が
低
額
で
、
大

変
苦
し
い
台
所
事
情
の
中
で

開
校
準
備
が
進
め
ら
れ
、
出

来
う
る
最
大
限
の
準
備
の
元
、

新
入
生
が
入
学
い
た
し
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
こ
の
度
、

母
校
の
発
展
を
願
い
、
支
援

の
為
の
「
大
正
白
稜
高
校
協

力
基
金
」
を
今
年
度
よ
り
設

立
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
母

校
の
統
合
と
、
そ
の
方
向
や

内
容
に
は
、
様
々
な
複
雑
な

思
い
と
、
泉
尾
高
校
へ
の
愛

着
も
有
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、

何
卒
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

又
、
ど
う
か
本
年
度
総
会

に
は
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご

出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
白
稜
会
の
歩
み

に
広
く
ご
意
見
を
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

又
、
ご
意
見
ご
希
望
等
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
会
報
に
同

封
の
通
信
葉
書
を
お
使
い
下

さ
い
。

　

白
稜
会
の
皆
様
、
泉
尾
高

等
女
学
校
↓
泉
尾
高
等
学
校

↓
大
正
白
稜
高
等
学
校
へ
と

バ
ト
ン
が
受
け
継
が
れ
、

未
来
へ
の
有
能
な
人
財
が
巣

立
つ
べ
く
お
手
伝
い
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

大正白稜高校へのご支援のお願い 財務部

２
校
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
に

総
合
学
科
高
校
と
し
て
開
校

す
る
大
正
白
稜
高
校
の
校
長

を
兼
ね
て
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
大
変
な
重
責
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

四
月
九
日
に
は
白
稜
会
辻

井
会
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ

き
、「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー

ム
で
働
く
力
」「
踏
み
出
す

力
」「
想
像
す
る
力
」
を
生

徒
に
育
む
こ
と
を
め
ざ
す
大

正
白
稜
高
等
学
校
の
開
校
式

と
入
学
式
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
大
阪
府
教
育
委
員
会

橋
本
教
育
監
よ
り
開
校
宣
言

と
校
旗
授
与
を
し
て
い
た
だ

き
、
引
き
続
い
て
入
学
式
に

お
い
て
二
百
四
十
名
の
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

二
年
生
、
三
年
生
は
泉
尾

高
校
の
生
徒
と
し
て
、
伝
統

の
バ
ト
ン
を
次
の
ラ
ン
ナ
ー

に
受
け
渡
す
先
輩
と
し
て
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
学
校
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、

白
稜
シ
ッ
プ
を
胸
に
刻
み
な

が
ら
、
泉
尾
高
校
、
大
正
白

稜
高
校
の
生
徒
た
ち
に
、
支

援
・
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
白
稜
会
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

白
稜
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

着
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



教職員
１ 期
２ 期
３ 期
４ 期
５ 期
６ 期
７ 期
８ 期
９ 期
10 期
11 期
12 期
13 期
14 期
15 期
16 期
17 期

１ 期
２ 期
３ 期
４ 期
５ 期
６ 期
７ 期
８ 期
９ 期
10 期
11 期
12 期
13 期
14 期
15 期
16 期
17 期
18 期

19
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
4
2
3
2
3

10
7
16
16
8
6
6
4
1
1

18 期
19 期
20 期
21 期
22 期
23 期
24 期
併合23
併合24
併合25

19
27
37
18
53
13
13
10
18
8
12
10
9
5
1
2
2
2

19 期
20 期
21 期
22 期
23 期
24 期
25 期
26 期
27 期
28 期
29 期
30 期
31 期
32 期
33 期
34 期
35 期
36 期

5
4
2
0
0
2
0
0
0
2
1
1
0
0
0
1
1
0

37 期
38 期
39 期
40 期
41 期
42 期
43 期
44 期
45 期
46 期
47 期
48 期
49 期
50 期
51 期
52 期
53 期
54 期

0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0

55 期
56 期
57 期
58 期
59 期
60 期
61 期
62 期
63 期
64 期
65 期
66 期
67 期
68 期
69 期

0
8
27
31
18
32
34
35
50
43
22
34
41
44
34
39
33
37

平成29年度　年会費　期別納入者数
教職員　女学校 高　等　学　校

小　計　111名
合　　　　　計

小　計　844名
９５５件　/ １，９１０，０００円

（３）　　平成30年（2018）年５月１日 白　　稜　　会　　報 第　65　号

武
　
田
　
一
　
仁
（
元
校
長
）

白
稜
会
総
会
へ
の
ご
出
席

記
念
誌
編
纂
に
向
け
て
ご
支
援
を

　

日
頃
は
、
泉
尾
高
等
学
校
の

た
め
に
御
協
力
並
び
に
御
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

以
前
、
校
長
で
あ
っ
た
身
と
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
つ
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
泉
尾
高
等
女
学
校
の

誘
致
時
に
土
地
を
、
娘
達
の
卒

業
時
に
は
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ

ア
ノ
を
寄
附
し
、
戦
後
、
男
女

共
学
と
な
っ
た
際
に
校
地
が
狭

い
た
め
「
泉
尾
新
田
」
開
拓
時

か
ら
居
を
構
え
て
い
た
先
祖

代
々
の
土
地
を
学
校
に
譲
っ
た

田
中
藤
兵
衛
一
族
の
関
係
者
の

一
人
と
し
て
も
、
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
、
泉

尾
高
等
学
校
は
近
隣
の

大
正
高
等
学
校
と
統
合

し
、「
大
正
白
稜
高
等

学
校
」
と
い
う
校
名
に

な
る
こ
と
が
昨
年
11
月
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
私
と
し
ま
し

て
も
、「
泉
尾
」
に
縁
の
あ
る
一

人
と
し
て
、
親
し
み
の
あ
る
「
泉

尾
」
の
名
前
が
消
え
て
し
ま
う

こ
と
は
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
大
阪
府
教
育
庁
が
「
泉

尾
高
等
学
校
の
歴
史
と
伝
統
」

を
評
価
し
て
く
だ
さ
り
、
同
窓

会
の
名
称
で
あ
る「
白
稜
」の
字
を
、

校
名
に
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
評
価
を
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
く
ど
い
よ
う
で

す
が
、
生
徒
数
が
増
加
し
て
高

等
学
校
の
増
設
が
必
要
に
な
っ

た
折
、
土
地
が
あ
る
と
い
う
理

由
で
同
じ
泉
尾
の
地
に
大
正
高

等
学
校
と
い
う
新
設
校
を
創
っ

た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
事
態
を

招
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
考

え
ま
す
と
、
大
阪
府
と
し
て
た
っ

た
40
年
先
の
こ
と
を
見
通
せ
な

か
っ
た
こ
と
は
大
い
に
反
省
さ

れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
後

は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
先
を
見
通
し
た
府
政
を
実

行
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
の
読
売
新
聞
朝
刊
（
１

月
７
日
）
に
「『
美
を
継
ぐ
』
上

村
三
代
」
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
上
村
淳
之

さ
ん
達
の
母
校
、
京
都
市
立
芸

術
大
学
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、「
一
八
八
〇
年
設
立
の
京

都
府
画
学
校
を
起
源
に
、
美
術

工
芸
学
校
、
絵
画
専
門
学
校
、

美
術
大
と
名
を
変
え
な
が
ら
一

三
八
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

名
称
は
変
わ
れ
ど
も
一
三
八
年

に
及
ぶ
歴
史
が
今
も
紡
が
れ
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
を
泉
尾
高

等
学
校
に
当
て
は
め
て
み
ま
す

と
、
一
九
二
一
年
に
第
７
高
等

女
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
泉

尾
高
等
女
学
校
、
泉
尾
高
等
学

校
と
校
名
を
変
え
て
、
こ
の
度

大
正
高
等
学
校
と
統
合
し
て
、

ま
た
名
称
を
変
更
す
る
と
い
う

よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
以
降
も
、

泉
尾
高
等
女
学
校
以
来
の
歴
史

を
踏
ま
え
た
「
大
正
白
稜
高
等

学
校
」
と
し
て
、
府
民
の
た
め

の
教
育
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
泉
尾
高
等
学
校
の
最

後
の
生
徒
が
卒
業
す
る
二
〇
二

〇
年
３
月
は
、
創
立
99
年
が
終

わ
る
年
に
な
り
、
泉
尾
の
校
名

は
そ
の
時
に
終
了
し
ま
す
。
翌

年
度
に
は「
大
正
白
稜
高
等
学
校
」

の
１
期
生
が
卒
業
さ
れ
、
大
正

白
稜
高
等
学
校
の
同
窓
会
組
織

は
「
白
稜
会
」
が
引
き
継
ぐ
こ

と
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今

ま
で
の
例
で
行
け
ば
そ
れ
に
伴

い
「
泉
尾
高
等
女
学
校
・
泉
尾

高
等
学
校
99
年
校
史
」
が
ま
と

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
は
ず
で

す
。
そ
う
考
え
ま
す
と
、
私
案

で
す
が
、
99
年
に
わ
た
る
校
史

と
そ
れ
が
引
き
継
が
れ
る
大
正

白
稜
高
等
学
校
の
新
し
い
歴
史

を
加
味
し
、「
創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
誌
」
と
し
て
発
刊
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
中
に
別
冊
と

し
て
「
大
正
高
等
学
校
校
史
」

も
付
け
加
え
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
纏
め
て
『
大

正
白
稜
高
等
学
校
一
〇
〇
年
史
』

と
し
て
発
刊
し
、
そ
の
刊
行
を

記
念
す
る
式
典
を
実
施
す
る
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
創
立
一

〇
〇
周
年
記
念
式
典
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
私

個
人
の
考
え
で
す
が
、
大
阪
府

教
育
庁
の
再
編
整
備
課
長
に
確

認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
一
〇
〇

周
年
に
関
す
る
事
業
等
に
つ
い

て
は
、
稲
垣
前
校
長
の
判
断
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

私
の
知
る
限
り
、
一
〇
〇
周

年
を
迎
え
る
高
校
で
は
か
な
り

力
作
の
校
史
・
記
念
誌
が
作
ら
れ
、

会
員
に
配
付
・
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
名
前
が
変
更
と
な
る
に

し
て
も
、
泉
尾
高
等

学
校
99
年
の
歴
史
に

見
合
う
詳
細
な
記
念

誌
を
作
成
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も

学
校
の
歴
史
と
は
単

な
る
生
徒
達
の
歴
史
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
歴
史
と
は
、

学
校
の
設
立
に
関
わ
っ
た
方
々

や
運
営
に
関
わ
っ
た
教
員
、
そ

こ
か
ら
巣
立
っ
た
生
徒
、
そ
し

て
学
校
を
支
え
る
全
て
の
人
々

の
想
い
の
結
晶
の
こ
と
で
す
。

記
念
誌
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史

を
正
確
に
知
る
と
と
も
に
、
後

世
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、

歴
史
を
現
在
の
教
育
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の

で
す
。
そ
れ
を
日
本
で
は
昔
か

ら「
稽
古
照
今
」と
い
い
、「
古（
い

に
し
え
）を
考
え
て
今
を
照
ら
す
」

と
い
い
ま
す
。
歴
史
を
今
に
活

か
す
た
め
に
一
〇
〇
周
年
を
期

し
た
校
史
・
記
念
誌
を
発
行
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
記
念
誌
を
編
纂
す

る
た
め
に
は
、
十
分
な
資
料
並

び
に
予
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

新
し
く
設
立
さ
れ
る
「
大
正
白

稜
高
校
協
力
基
金
」
へ
皆
様
か

ら
の
ご
協
力
を
伏
し
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
来
る
６
月
17
日
（
日
）

の
「
総
会
」
に
は
、卒
業
生
の
方
々

を
は
じ
め
旧
職
員
の
方
々
に
も

多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
、
記
念

誌
発
刊
へ
の
思
い
を
示
し
て
い

た
だ
く
と
同
時
に
、
資
料
収
集

及
び
記
念
誌
発
刊
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
か
の

ご
意
見
を
賜
わ
れ
れ
ば
幸
い
で

す
。
今
年
度
は
総
会
の
会
場
と

し
て
広
い
部
屋
を
押
さ
え
て
あ

る
よ
う
で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
そ
し
て
泉
尾
高
等
学
校
そ

の
後
に
引
き
継
が
れ
る
大
正
白

稜
高
等
学
校
へ
エ
ー
ル
を
送
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
残
念
な
が
ら
こ
こ

近
年
、
泉
尾
高
等
学
校
は
低
迷

し
て
お
り
ま
し
た
。
で
す
が
「
大

正
白
稜
高
等
学
校
」
と
校
名
を

変
更
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
徐
々
に
人
気
を
回
復
し
、

卒
業
し
た
高
校
を
聞
か
れ
た
際

に
は
自
信
を
持
っ
て
「
元
泉
尾

高
等
学
校
（
現
大
正
白
稜
高
等

学
校
）」と
答
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、

そ
の
後
の
創
立
一
五
〇
周
年
、

二
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
大
阪
府

に
お
い
て
有
数
の
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
学
校
と
し
て
大
き
く
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て

筆
を
措
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



その他    
・事務局は、毎土曜日（年末年始、休日、祭日を除く）午前11時～午後4時まで開局。
・会報委員会は、1月～5月、原稿依頼から印刷、発送等のために随時開催する。
・総会委員会は、企画・準備・実施に関する検討を1月～6月に開催する。
・名簿委員会は、随時開催、名簿データ更新、年度毎の名簿発行、会報発送用名簿の作成を行う。
・名簿メンテナンスの一環として、会報の戻り分は追跡調査を外部委託する。
・活性化委員会は各期同期会及び幹事会に役員を派遣し、学校、同窓会の状況等を説明し、白稜会活性につなげる。

【平成29年度 白稜会 事業報告】

1

2

3

４

5

6

7

8

9

10

11

12

7
21
18
18
28
1
7
15
初旬
13
23
8
11
8
23
4
8
30
2
9
16
18
21
16
18
16
22

事務局仕事始め
役員会
学校協議会
常任委員会
69期生同窓会入会式
69期生卒業式
70期生入学式
役員会
会報発行・名簿発行
常任委員会
学校行事クリーンウォーク
学校協議会
白稜会総会
臨時役員会
高校進学フェア
学校会議
泉嶺会と協議
大正高校同窓会と協議
役員会
大正白稜高校 第１回説明会
常任委員会
学校行事クリーンウォーク
大正白稜高校 第２回説明会
学校協議会
大正白稜高校 第３回説明会
役員会/事務局仕事納め
大正白稜高校 第4回説明会

事務局
事務局
泉尾高校
セミナーハウス
泉尾高校
泉尾高校
泉尾高校
セミナーハウス

セミナーハウス
泉尾高校周辺地域
泉尾高校
ベイタワー大阪
事務局
大阪南港
泉尾高校

ベイタワー大阪
事務局
泉尾高校
セミナーハウス
泉尾高校周辺地域
泉尾高校
泉尾高校
泉尾高校
事務局
泉尾高校

28年度事業報告､決算､監査報告･役員人事･29年度事業計画､予算案作成･他
辻井会長､武田顧問
28年度事業､決算､監査報告･役員人事･29年度事業計画､予算案作成･他
128名入会　辻井会長、山添副会長
辻井会長
辻井会長
総会準備状況、会報発行状況など
会報印刷　14500部、名簿2017年度版
総会案内、会報発行状況、新校説明など
武田顧問
辻井会長、武田顧問
白稜会総会・懇親会
総会の反省会等
児島財務、武田顧問
新校のサポートについて　武内教頭、辻井会長、児島財務
泉嶺ヒュッテ活用について　辻井会長、児島財務
同窓会の統合について　辻井会長、児島財務
中間決算、総会報告、他
辻井会長、武田顧問
中間決算、総会決算、新学校について他
児島財務、武田顧問
辻井会長、森本・桑垣常任委員
辻井会長
辻井会長、武田顧問
1年間の総括、次年度に向けて
武田顧問

平成29年１.１～12.31 平成30年１.１～12.31
行　　事日月 日月場　　所 内　　容　　等

【平成30年度 白稜会 事業計画】

1

2

3
4

5

6

7
8

9

10

11

12

6
27
15
17
27
28

9
初旬

17

22

事務局仕事始め
役員会
学校運営協議会
常任委員会
70期生同窓会入会式
70期生　卒業式
学校、白稜会懇談会
第1期生　入学式
会報発行・名簿発行
役員会
クリーンウオーク
学校運営協議会
常任委員会
白稜会総会
臨時役員会
役員会
大正白稜高校 説明会
常任委員会
大正白稜高校 説明会
クリーンウオーク
学校運営協議会
大正白稜高校 説明会
役員会
事務局仕事納め

行　　事 内　　容　　等
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 365 
373 
365 
364 
354 
356 
350 
348 
343 
336 
342 
344 
437 
440 
413 
441 
449 
498 
509 
456 
509 
497 
393 
388 
336 
351 
327 
288 
264 
214 
241 
229 
229 
177 
214 
170 
155 
154 
116 
110 
118 
169 
157 
110 
105 
117 
139 
138 

21,055 

236 
226 
185 
147 
193 
172 
217 
212 
167 
150 
201 
192 
218 
243 
220 
221 
227 
269 
283 
240 
286 
266 
211 
210 
169 
189 
174 
168 
139 
114 
134 
123 
124 
107 
126 
109 
98 
98 
73 
77 
88 
135 
136 
92 
93 
115 
139 
138 

11,957 

99
133
177
212
157
177
129
125
173
181
139
150
215
193
189
216
220
223
220
214
222
230
180
177
166
159
152
120
125
99
107
106
105
70
88
61
57
56
43
33
30
34
21
18
12
2
0
0

8,158

30 
14 
3 
5 
4 
7 
4 
11 
3 
5 
2 
2 
4 
4 
4 
4 
2 
6 
6 
2 
1 
1 
2 
1 
1 
3 
1 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
940 

高校２３期
高校２４期
高校２５期
高校２６期
高校２７期
高校２８期
高校２９期
高校３０期
高校３１期
高校３２期
高校３３期
高校３４期
高校３５期
高校３６期
高校３７期
高校３８期
高校３９期
高校４０期
高校４１期
高校４２期
高校４３期
高校４４期
高校４５期
高校４６期
高校４７期
高校４８期
高校４９期
高校５０期
高校５１期
高校５２期
高校５３期
高校５４期
高校５５期
高校５６期
高校５７期
高校５８期
高校５９期
高校６０期
高校６１期
高校６２期
高校６３期
高校６４期
高校６５期
高校６６期
高校６７期
高校６８期
高校６９期
高校７０期
計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

1,028 
4,558 
21,055 
26,641 

361 
886 

11,957 
13,204 

435
1,669
8,158
10,262

232 
2,003 
940 
3,175 

教職員
高女、併設
高　校
合　計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

1,028 361 435 232 教職員
会員数 住所判明者 住所不明者 物故者

154 
152 
159 
158 
150 
158 
172 
153 
159 
174 
184 
178 
181 
191 
204 
197 
204 
202 
211 
248 
239 
178 
142 
142 
139 
69 
60 

4,558 

0 
1 
5 
3 
3 
2 
5 
4 
10 
12 
17 
17 
26 
40 
31 
54 
47 
60 
73 
96 
78 
72 
76 
79 
42 
8 
25 
886 

64 
78 
65 
73 
63 
65 
75 
73 
51 
66 
53 
54 
62 
45 
68 
54 
69 
68 
72 
69 
98 
55 
34 
32 
82 
49 
32 

1,669 

90 
73 
89 
82 
84 
91 
92 
76 
98 
96 
114 
107 
93 
106 
105 
89 
88 
74 
66 
83 
63 
51 
32 
31 
15 
12 
3 

2,003 

高女　１期
高女　２期
高女　３期
高女　４期
高女　５期
高女　６期
高女　７期
高女　８期
高女　９期
高女１０期
高女１１期
高女１２期
高女１３期
高女１４期
高女１５期
高女１６期
高女１７期
高女１８期
高女１９期
高女２０期
高女２１期
高女２２期
高女２３期
高女２４期
併設２３期
併設２４期
併交２３期
計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

10 
39 
239 
301 
280 
294 
289 
292 
286 
299 
292 
344 
329 
351 
337 
337 
327 
446 
423 
445 
398 
399 

2 
17 
101 
170 
139 
137 
171 
166 
182 
181 
172 
182 
207 
228 
230 
193 
194 
251 
191 
210 
212 
271 

6 
13 
52 
26 
84 
96 
58 
85 
71 
92 
80 
130 
94 
84 
70 
107 
97 
171 
217 
223 
176 
111 

2 
9 
86 
105 
57 
61 
60 
41 
33 
26 
40 
32 
28 
39 
37 
37 
36 
24 
15 
12 
10 
17 

高校　１期
高校　２期
高校　３期
高校　４期
高校　５期
高校　６期
高校　７期
高校　８期
高校　９期
高校１０期
高校１１期
高校１２期
高校１３期
高校１４期
高校１５期
高校１６期
高校１７期
高校１８期
高校１９期
高校２０期
高校２１期
高校２２期

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

「
教
職
員
」「
高
女
」「
高
校
」　
各
期
別
会
員
数
・
並
び
に
現
況

（2018.４.１.　現在）

29年度事業報告、決算、監査報告、役員人事、30年度事業計画、予算案作成・他

29年度事業報告、決算、監査報告、役員人事、30年度事業計画、予算案作成・他
138名 入会
138名 卒業

240名 入学
会報印刷　14200部、名簿2018年度版発行
総会案内、会報発行状況など
清掃活動

総会案内、会報発行状況など
白稜会総会・懇親会
白稜会総会反省会
中間決算、総会報告、他

中間決算、総会報告、他

清掃活動

１年間の総括、次年度人事



1,828 ,672
700,000
2,500 ,000

500,000

300,000
400,000
100,000

171,328

4,671 ,328
6,500 ,000

1,828 ,672
768,000
104,000
1,806 ,000
10,000
12,000
30,802

3,132 ,914
129,000
160,000
15,100
60,000

17

6,227 ,833
8,056 ,505

4,072 ,562
700,000
100,000
2,200 ,000
50,000
200,000

0
0

300,000
200,000
20,000
30,000
27,438
600,000
4,427 ,438
8,500 ,000

平成30年度予算額平成29年度決算額平成29年度予算額

　合　　　　　計

前 期 繰 越 金
銀　行　利　息

収　入 残　高
6,567,525

56
6,567,581

支　出
6,567,525

56
6,567,5810

平成29年度決算額　平成30年度予算額

平成29年度　白百合基金　決算報告書

一般会計　（収支明細表）　　　　　（自平成29年1月1日　至平成29年12月31日）

三井住友銀行（普通預金）　白百合基金口座に管理

　（自平成29年1月1日　至平成29年12月31日）

（５）　　平成30年（2018）年５月１日 白　　稜　　会　　報 第　65　号

平成29年度　白稜会総会　出席者一覧表
期

髙女21期
髙女23期
併設23期
高校５期
高校９期
高校10期
高校11期
高校12期
高校14期

人数
3
1
1
1
23
4
1
5
3

期
高校16期
高校17期
高校18期
高校20期
高校21期
高校23期
高校26期
高校38期

人数
3
3
2
3
5
3
2
1

期

高女　計
高校　計
来　賓
現・旧職員

合　計

人数

5
59
3
2

69

　 白稜会では1998年からインターネットを始め、1999年
にはウエブサイト（ホームページ）を立ち上げました。
　当時に比べ、現在はご存知のように、光回線が主流で
　速さはＧ（ギガ）の世界になりました。
　ＮＴＴのＩＳＤＮサービスが昨年３月に廃止され、白
稜会では運営の諸経費、工事代金、ランニングコストな
どを検討した結果,通信回線とプロバイダーをeo光回線に
致しました。
　ウエブサイト（白稜会ホームページ）については、イ
ンターネットのレンタルサーバーを利用して運営してお
りますので変更はございませんが、メールアドレスが変
更になりました。
　ホームページでは既にお知らせ済みですが、旧メール
アドレスは使用できません。
　アドレス帳などに登録されておられる方は、新しい
メールアドレスに変更をお願いいたします。
　新メールアドレス　hakuryo@hera.eonet.ne.jp
　旧メールアドレス　hakuryo@joy.ocn.ne.jp

白稜会メールアドレス変更のお知らせ

一般会計〈平成29年〉寄金を戴いた方

誠に有り難うございました。厚く御礼申し上げます。

辻本　雅彦
寺井　重子
湯浅　佳子
赤木　君子
西沢　幸子
宮崎　元子
横井みち子
四方寿美子

教職員
高女
高女
高女
高女
高女
高女
併設

11
20
21
21
21
23
23

田中　良子
塚本　允子
北谷　好子
松永　行雄
加藤　茂子
河野　正昭
酒井　　豊
中村　吉伸

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

４
５
８
８
９
11
14
14

平田　容郷
谷口　和久
和田　光平
山本　純嗣
西原　紀子
岡本　好司

高校
高校
高校
高校
高校
高校

14
17
18
28
30
32

土　地
エアコン
パソコン
パソコンラック
プリンター

808㎡
2
4
1
2

ハードディスク
電話機
ビデオカメラ
事務机
会議用テーブル
椅子

3
1
1
4
4
25

書庫
スチールロッカー
食器棚
温風ヒーター
扇風機
電気ポット

8
1
1
1
2
1

什器
書籍
掃除機
ロータリーカッター
ハンガーラック

一式
一式
１
１
１

2018/4/1現在

白 稜 会 財 産 目 録

（収入の部）
前期繰越金 
入会金 
年会費（現金扱い） 
　　年会費
　　年会費先払い
　　総会参加費
総会費（決算金） 
振替金 
寄付金 
会報広告料 
名簿料 
地代 
雑収入（預金金利） 
新校支援金 
本年度期間収入 
　　合　　　　計　

詳　細　

128名　
　52名　
903名　
　　2名　
　　2名　

ﾐﾆｺﾝ決済金
23件　
11件　
　７件　
泉嶺会　

募　金　

12月31日
1,363,231
826,423
1,861 ,130
21,778

4,072 ,562

一般会計
三井住友銀行
ゆうちょ銀行
事務センター
手許現金（事務局）
　　合　　　計　

年頭繰越金
943,173 
726,417 

159,082 
1 ,828 ,672 

700,000
1,600 ,000
1,350 ,000
200,000
200,000

50,000
100,000
4,200 ,000
100,000
150,000
350,000
250,000
200,000
35,000
80,000

50,000
10,000

1,225 ,000

50,000
1,025 ,000
6,500 ,000

220,000
1,567 ,677
1,325 ,730
10,000
58,296
56,464
55,987

0
10,719

3,304 ,873
0

104,970
255,650
173,940
64,561
11,127
58,567
1,367
1,188

0
7,700

679,070
3,983 ,943

0
4,072 ,562
8,056 ,505

220,000
1,600 ,000
1,350 ,000
200,000
100,000
70,000
100,000
600,000
50,000

4,290 ,000
100,000
150,000
350,000
200,000
150,000
35,000
80,000
5,000
2,000
50,000
10,000

1,132 ,000
5,422 ,000
50,000

3,078 ,000
8,500 ,000

平成30年度予算額平成29年度決算額平成29年度予算額（支出の部）
総会費
会報作成費
会報発送費
同期会補助・協力金
情報管理

年会費再請求費
新校支援費
会合費
　　小　　計
渉外費
収支管理費
事務局員費
交通費
通信費
事務用品費
光熱費
福利厚生費
銀行手数料
設備・機材費
公租公課
　　小　　計
総　支　出
予備費（雑貨）
次期繰越金
　合　　　計

詳　細

名簿管理
ホームページ

常任委員会

年会費振込料

事務局+mail

小谷村土地

郵
便

事　
　

業　
　

費

経　
　
　

費

現
金
資
産

　

平
成
29
年
度
の
白
稜
会
東
京
支

部
懇
親
会
は
11
月
９
日
（
日
）
芝

公
園
内
の
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク

タ
ワ
ー
東
京
で
開
催
予
定
で
し
た

が
、
あ
い
に
く
参
加
者
が
少
な
く

残
念
な
が
ら
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

白
稜
会
東
京
支
部
で
は
、
今
ま

で
よ
く
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

た
方
の
高
齢
化
に
よ
る
体
調
不
良

で
の
不
参
加
が
顕
著
で
、
支
部
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
東
京
支
部
懇
親

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年

に
白
稜
会
で
実
施
し
て
い
た
だ
い

た
「
東
京
支
部
活
動
へ
参
加
意
思

の
有
無
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー

東
京
支
部
便
り

ト
結
果
を
基
に
、
65
名
に
メ
ー
ル

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
案
内
致
し
ま
し

た
が
、
半
数
近
く
の
方
か
ら
は
何

の
返
事
も
頂
け
な
か
っ
た
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
本
当

に
東
京
支
部
解
散
と
い
う
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
の
東
京
支
部
懇
親
会
は

10
月
か
11
月
頃
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
７
月
頃
に
懇
親
会
へ
の
参
加

意
思
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京
支

部
存
続
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で

是
非
と
も
ご
協
力
・
ご
参
加
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

東
京
支
部　

事
務
局　

　
　
　
　

楚
坂
正
則
（
高
21
期
）
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会　　　長
副　会　長
副　会　長
財　　　務
総　　　務
総　　　務
会 計 監 査
会 計 監 査
事 務 局 長
相　談　役
相　談　役
相　談　役
名 誉 会 長
名誉副会長
名誉副会長
校 内 委 員
顧　　　問
顧　　　問
顧　　　問
顧　　　問

高校　17期
高校　８期
高校　23期
高校　17期
高女　21期
高校　33期
高校　11期
高校　12期
高校　21期
高校　６期
高校　７期
高校　８期
校　　　長
教　　　頭
教　　　頭
教　　　諭
高女　20期
高校　７期
元　校　長
学校事務長

留　　　　任
留任（東京支部長）
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
新　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
新　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任

辻　井　　　勝
井　上　雄　視
山　添　育　三
児　島　康　孝
松　本　章　子
和　田　利　章
山　岡　節　次
中　辻　　　隆
俣　野　恒　雄
福　井　武　雄
榧　野　敏　男
松　永　行　雄
吉　村　　　烈
武　内　由　佳
山　本　益　久
選　　任　　中
杉　谷　喜　代
今　井　伍　一
武　田　一　仁
高　石　　　徹

氏　名

田中　ヨシ
根津　朝子
岡田　栄子

氏　名
吉田　延子
杉本　和子
田辺　豊子

期
14
15
15

氏　名
小川ます子
楠本　方子

内田伊都子

期
17
20
22

氏　名
黒田　　好
森田　隆子
阿倉　梅子

期
23
23
24

氏　名
前田　笑子

勝部八重子

期
24
25

期
11
12
14

期
2
2
3
4
5
5
6
8
9
10
10
10
10
10
10
11
12
12
13
13
13
14
16
16

氏　名
横山かよ子
佐藤　恵子
本間　琢也
吉村　登行
木田　保子
北村　　明
新屋　久子
谷　　正子
上田三代子
高橋　寿夫
中務　芳郎
藤井　功生
森本　泰次
林　　弘子
長谷川順子
河野　正昭
小池　庸介
阿部　和子
上山　陞一
内田　恵子
和田　征子
杉田みよ子
内田　勝三
大江えみ子

期
16
17
17
17
18
18
18
18
18
19
20
20
20
20
21
22
22
23
24
24
25
26
27
28

氏　名
中西　晴子
市山　二郎
杉本　茂明
降旗　敏子
井上　俊一
金田　建男
寺田　隆彦
中嶋　俊夫
中谷　　彰
湯原　政喜
伊藤　公人
佐古　富雄
安井　健次
金沢　恵美
桑垣久美子

繁　　隆喜
田中　健治
平野　鈴代
田中　律子
八木龍一郎
鶴田　信彦
長江　章司
鈴木　一也
木村　誠一

期
29
29
30
30
30
31
31
32
33
34
34
35
36
36
37
38
39
39
39
40
40
41
42
44

氏　名

紙谷　　実
橋本久仁彦
谷口　尚弘
加島　典明
岡　　京子
森重　幸喜
植村　誠治
矮松　厚司

島田　雅司
上原　　茂
重山　秀幸
城山　謙一
川嶋　正之
杉島　尊春
柿木　秀之
中満　政伯
橘　　直美
入江　優子

徳島　　篤
板倉　幹朗
山崎　征樹
堺　　清之
野村　定徳

是澤　理恵

期
44
45
46
46
47
47
49
49
50
50
51
51
52
52
53
53
54
55
55
56
56
57
57
58

氏　名
坂東　祐次

杉澤　雅敏
中犀　光啓
藤木　健二
水上　由紀
久保村　崇
福井　慎一
阿波屋澄美
秋葉　昭夫

前　　由美
木下　朋樹
春日　美幸
向井　康将
北村　奈美

比嘉　政博
山内　雅子
樋口　和彦
油谷　享志
今垣内美帆

仲　　貴文
前田　夢未

武田　勇太
伊勢　　陽
中江　良典

期
58
59
60
60
61
61
62
62
63
64
64
65
65
67
67
68
68
69
69
70
70

氏　名
松山早弥香
松村　龍太
井手上勇治

田中由以子
牧野　勝気
金山　小雪

新垣　健太
橋本　恵介
亀井　大幹
津賀　　涼
尾田綺愛羅

宮原　博晃
伊藤　大騎
茶圓　　遥
平野　維貴
中井　智弥
堀川　虹晴
冨山　紗矢
山本　翔太
亀井　理那
大石根勝士

高　女（14人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年２月

高　校（117人）　　　　　　　＊マークの方の、転居先お知らせください。

役　　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成30年１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成30年１月

事　務　局
事 務 局 長
局 長 代 理
事 務 局 員
事 務 局 員

俣　野　恒　雄
平　野　鈴　代
内　野　周　子
松　田　久　子

高校　21期
高校　23期
高校　37期
高校　38期

留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任

　委員会・部会
会　　　　　　報
総　　　　　　会
ＨＰ・ＩＴ・名簿
活　　性　　化
学　校　折　衝

リーダー
辻　井　　　勝
山　添　育　三
児　島　康　孝
役　員　一　同
辻　井　　　勝

　　　構　　成　　員
山岡節次、内野周子、松田久子
中辻　隆、平野鈴代、辻井　勝
俣野恒雄、平野鈴代、内野周子
事務局
児島康孝

教職員 和田　正史（山本）
女10　松原　登代子（塚田）
女10　藪内　富子　（森下）
女11　杉田　チヅ子
女11　松本　文子　（中田）
女11　寺井　重子　（山岸）
女12　坂口　英子　（階森）
女12　中島　照子　（後藤）
女12　赤木　由紀子（西尾）
女13　秋葉　勝美　（木村）
女13　成瀬　静子
女13　山口　登容子
女13　小瀬　静江　（山本）
女14　森　ヌイ子　（秋阪）
女14　後藤　光枝　（恵納）
女15　藤尾　嘉寿恵（川崎）
女15　佐伯　喜子　（喜多）
女16　片岡　孝子

女16　岩田　日出子（神原）
女16　西山　登久江
女17　大阪　節子　（居内）
女17　玉野　美智子（河崎）
女17　松本　千恵子（楠田）
女17　山崎　光子　（鈴江）
女18　斎藤　久栄　（大川）
女18　木野　茂登子
女18　松川　裕子　（小嶺）
女18　川村　善栄　（西村）
女19　今井　寿美子（仲井）
女19　片岡　アサ子（西岡）
女19　深田　淑子　（山本）
女19　上野　能婦　（渡辺）
女20　荒井　歌江　（武田）
女20　丸橋　計枝　（生駒）
女21　見満　賀津　（樫原）
女21　三條場　楢江
女21　市村　久子　（西嶋）
女22　平沢　和子
女23　浦山　多美子（生岡）
女23　佐野　絹子　（森島）
女23　大引　芳子　（山村）

併23　岡崎　三知子（松井）
高03　三宅　美智雄
高03　若林　有利子（江田）
高04　村田　豊治
高06　小泉　清
高06　藤野　和也
高06　橋本　敏子　（森本）
高07　岡野　悟司
高07　神村　昭治
高07　吉沼　明子　（里永）
高07　矢野　鶴枝　（荘島）
高07　渡辺　　秧　（長尾）
高07　更谷　博司　
高08　井上　隆夫
高08　林　　武彦
高08　豊村　静恵　（伊藤）
高08　三宅　登代美
高08　池田　文子　（吉田）
高09　米田　良蔵
高11　前田　利道
高11　三宅　正司
高12　栃本　文男
高12　竹内　順子

高13　越智　誠
高14　高橋　勝久
高14　伊藤　美登利（小橋）
高14　大沢　佐和子（山本）
高15　中井　護
高15　友田　美江　（大隅）
高16　安藤　宏幸
高16　島田　洋志
高16　稲生　桂子
高17　岸下　好宏
高19　岩井　明雄
高21　寺島　広子
高22　内田　正治
高22　加藤　育男
高22　篠田　隆史
高22　石田　裕子　（大野）
高22　荒川　サク子（清瀬）
高23　山形　憲次
高24　美﨑　真弓　（井上）
高29　立花　麗子　（大呉）

偲び草
ご冥福をお祈り申し上げます。
　　　　　　　　　（敬称略）

平成30年度　常任委員平成30年度　白稜会役員　事務局員

平成30年度　委員会構成

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

平成29年4月1日～平成30年3月31日
上記期間内、届出分
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平
成
29
年
度　

白
稜
会
総
会
に
、
我
ら

高
校
9
期
は　

卒
業
60
周
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
23
名
出
席
。

　

傘
寿
に
は　

半
年
以
上
あ
る
の
に　

総

会
で
は　

大
盛
り
上
が
り
。

　

そ
の
後　

男
子
が
幹
事
を
し
て
下
さ
り
、

「
傘
九
会
」
と
命
名
し
て
、
11
月
16
日
に

　

28
名
出
席
。

 　

東
京
や
岡
山
か
ら
も
来
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

三
代
子

　

花
の
盛
り
も
い
つ
し
か
過
ぎ
て
葉
桜
の

季
節
を
む
か
え
た　

さ
る
4
月
22
日
ホ
テ

ル
阪
神
に
て
泉
尾
高
校
16
期
生
同
期
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

 　

前
回
の
「
卒
業
50
周
年
記
念
同
期
会
」

よ
り
3
年
経
過
し
た
今
回
は
、
1
年
ク
ラ

ス
別
に
各
テ
ー
ブ
ル
毎
に
分
か
れ
、
昔
を

傘
寿
を
祝
う

高
校
９
期

同
期
会
の
た
よ
り

１
年
生
に
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

高
校
16
期

高
校
21
期

　

私
た
ち
高
校
3
期
同
期
会
は
、
去
る
平

成
29
年
5
月
10
日
、
大
阪
駅
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
で
開
き
ま
し
た
が
、
最
後
の

同
期
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
前
回
、

前
々
回
を
遥
か
に
上
回
る
37
名
も
の
出
席

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

千
葉
、
東
京
、
横
浜
な
ど
関
東
地
区
、

名
古
屋
そ
し
て
愛
媛
な
ど
遠
方
か
ら
の
方

や
、
な
か
に
は
何
十
年
振
り
か
の
懐
か
し

い
顔
も
あ
り
、
さ
ら
に
今
回
の
特
徴
と
し

て
、
家
族
の
送
り
迎
え
付
き
の
方
が
幾
人

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
側
が　

予
想
を
超
え
る

出
席
者
増
に
対
応
し
て
広
い
部
屋
を
急
遽

用
意
し
て
く
だ
さ
り
、
今
ま
で
に
な
い

ゆ
っ
た
り
し
た
会
場
に
な
っ
た
こ
と
も
和

や
か
な
雰
囲
気
つ
く
り
に
寄
与
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
後
の
同
期
会
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

は
感
謝
、
感
謝
で
す
。

　

お
か
げ
で
和
気
あ
い
あ
い
、
２
時
間
半

の
宴
会
時
間
は　

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
り
ま
し
た
。
思
え
ば
、
敗
戦
の
傷
跡
が

ま
だ
ま
だ
四
囲
に
転
が
り
、
し
か
し
、
命

だ
け
は
何
と
か
助
か
っ
た
と
い
う
時
代
に

私
達
は
泉
尾
高
校
に
入
学
し
た
わ
け
で
、

そ
れ
か
ら
実
に
70
余
年
。
今
や
同
期
の
女

性
は
、
平
均
年
齢
ま
で
あ
と
２
年
あ
ま
り
、

男
性
は
す
で
に
４
年
以
上
も
平
均
寿
命
を

超
え
、
八
十
路
の
後
半
に
ま
で
辿
り
着
い

て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
先
は　

僅
か
や
な
ー
」
ふ
と
、

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
席
上
を
見

渡
し
た
時
、
今
日
ま
で
同
期
会
を
続
け
て

来
ら
れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
幸
せ
に
思
え

る
と
同
時
に
、
鬼
籍
に
移
ら
れ
た
多
く
の

恩
師
、
学
友
の
懐
か
し
い
顔
が
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
。

　

会
の
終
わ
り
は
、
北
垣
内
君
の
軽
妙
な

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
そ
れ
に
続
く
全
員
で

の
「
蛍
の
光
」　

そ
し
て
我
ら
が
校
歌
の

斉
唱
で
幕
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
発
せ
ら
れ
た
『
３
年
後
は
米
寿
、
ま

た
会
い
た
い
な
あ
ー
』
と
の
声
に
心
が
惹

か
れ
ま
し
た
。

　

白
髪
と
皺
の
陰
か
ら　

ふ
と
覗
く
遥
か

遠
く
の
青
春
の
面
影
、
そ
の
笑
顔
に
大
い

に
癒
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
期
会
開
催
の
ご
案
内

　

平
成
27
年
の
同
期
会
を
最
後
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
の
卒
業

50
周
年
記
念
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

半
世
紀
の
歩
み
を
語
り
合
う
同
期

会
を
開
い
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

多
数
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
６
月
17
日
の
白

稜
会
総
会
後
の
懇
親
会
で
同
期
会

開
催
に
向
け
た
準
備
を
始
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
同
期
生

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

俣
野
恒
雄

高
校
64
期

　

平
成
31
年
春
季
に
同
期
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
64
期
の
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
の
同
窓
会

高
校
３
期

懐
か
し
み
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

 　

今
年
も
千
葉
県
よ
り
3
名
、
神
奈
川

県
よ
り
1
名　

遠
来
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

宴
も
た
け
な
わ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
同

窓
生
の
内
匠
（
矢
野
）
彰
子
さ
ん
の
新
舞

踊
と
い
う
か
く
し
芸
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
あ
っ
と
い
う

間
の
3
時
間
で
し
た
。

 　

場
所
を
ホ
テ
ル
の
バ
ー
に
移
し
、
各

人
昔
懐
か
し
い
人
々
と
の
話
の
輪
が
あ
ち

こ
ち
で
弾
み
楽
し
い
2
次
会
も
終
わ
り
を

告
げ
ま
し
た
。
有
志
が
3
次
会
に
繰
り
出

し
て
酔
い
が
回
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
次
回

の
再
会
を
約
し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
幹
事　
　

大
江
（
山
本
）
え
み
子

　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

隆　

司
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白
稜
会
の
同
期
会
の
相
互
交
流
、活

性
化
を
目
指
す
う
え
か
ら
、「
同
期
会
補

助
金
」（
金
壱
万
円
）を
お
渡
し
し
ま
す
。

白
稜
会
事
務
局
迄
事
前
に
お
知
ら
せ
の

後
、お
越
し
下
さ
い
。（
同
期
会
開
催
か
ら

一
年
以
内
に
限
り
ま
す
）但
し
、（
高
女
の

方
は
ご
希
望
に
よ
り
お
送
り
致
し
ま
す
）

　

尚
、そ
の
際
に
は
同
期
会
の
報
告
文
と

写
真
に
合
わ
せ
名
簿
も
提
出
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

又
、事
務
局
へ
開
催
告
知
頂
き
ま
し
た

期
の
開
催
日
当
日
、会
場
へ
出
向
い
て
白

稜
会
の
ご
挨
拶
と
現
状
説
明（
五
分
程

度
）を
さ
せ
て
頂
き
、そ
の
際
に
は
お
祝

金
と
し
て
同
期
会
補
助
金
と
同
金
額

（
金
壱
万
円
）を
お
渡
し
致
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。開
催
予
定
を
お
知
ら
せ
頂
き
、

ご
活
用
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
委
員
会

同
期
会
補
助
金
の
お
知
ら
せ

白稜会 会員名簿 2018年度版　発刊　　〈購入希望の方はお申し込み下さい〉　名簿委員会
　同窓会名簿 2018年度版はＣＤ２枚組で１枚はデータ（教職員名簿、高女、新制中学名簿、今宮中への交流生名簿、高校名簿、学校沿革、
会長、校長挨拶など）で、他１枚は高女校歌（ピアノ演奏、歌入り２曲）と高校校歌（ピアノ演奏のみ、歌入り計２曲）です。価格は2,000円送
料300円をご負担願います。
　今から申し込みをされる方には、新入会員（70期生）を加え、今年の４月１日現在の会員データ最新改訂版を、６月に制作し、発送いたし
ます。
　申込方法は、今年度年会費納入用紙の通信欄に名簿希望を明記して、年会費と名簿代金の合計金額（4,300円）を送金してください。白稜
会事務局に連絡いただいても結構です。同期会開催等に是非ご利用下さい。多くの皆様のご購入をお待ちいたしております。
　なお、旧バージョン名簿ＣＤをお持ちの方は改訂版を送料込みで1,300円（校歌ＣＤ無し）にて販売いたします。
　又、名簿にメールアドレス表示を希望されます方は、事務局まで連絡をお願い致します。　事務局Ｅメール：hakuryo@hera.eonet.ne.jp

大阪市大正区泉尾2丁目12番11号
ＴＥＬ　０６-６５５１-７４６７
ＦＡＸ　０６-６５５２-８８８５

制服の店マサキヤ
高校23期

本　社　〒551-0031
　　　　大阪市大正区泉尾2丁目1番3号
　　　　電　話　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 2 9 3 0
シート工場
　　　　電　話　0 6 ‒ 6 5 5 2 ‒ 4 7 4 5
　　　　F A X　0 6 ‒ 6 5 5 4 ‒ 2 5 1 6

㈱　ヤ　マ　ゾ　エ

トラックシート・テント看板装飾一式
ネーム入ユニフォーム、ヘルメット、
荷締機、ワイヤ、安全用具一式

　

前
納
制
度
は
、
基
本
的
に
五
年

ま
た
は
十
年
間
の
前
払
い
で
す
。

　

十
年
の
前
払
い
を
い
た
だ
い
た

方
に
は
特
典
と
し
て
、
一
年
間
の

延
長
を
し
十
一
年
分
の
前
払
い
と

し
て
扱
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
、
前
納
期
間
内
に
年

会
費
に
変
更
（
値
上
げ
）
が
あ
っ

て
も
前
納
期
間
に
変
動
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
納
入
さ
れ
た
年
会
費

は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

前
納
を
さ
れ
ま
す
方
は
必
ず

「
年
会
費
払
込
取
り
扱
い
票
」
通

信
欄
に
前
納
す
る
事
を
明
示
し
て

く
だ
さ
い
。「
前
納
」
の
二
文
字

年
会
費
前
納
制
度

　
　
　
　 

の
ご
案
内

瑞宝単光章叙勲

だ
け
で
も
結
構
で
す
。
書
き
忘
れ

た
方
は
、
必
ず
年
度
内
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
年
度
内

に
こ
の
手
続
き
が
な
け
れ
ば
、
寄

付
金
扱
い
に
な
り
ま
す
。
当
年
度

の
年
会
費
以
上
の
金
額
は
、
決
算

後
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

前
納
い
た
だ
い
た
後
の
会
員
の

年
会
費
納
入
用
紙
に
は
、
前
納
期

間
中
「
納
入
済
み
」
が
印
刷
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
五
年
分
前
納
い
た
だ
く

に
は
当
年
度
の
年
会
費
二
千
円
と

前
納
分
の
一
万
円
の
一
万
二
千
円

が
必
要
で
す
。
同
じ
く
十
年
分
前

納
い
た
だ
く
に
は
二
万
二
千
円
が

必
要
で
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
務

　

白稜会会則改正（一部）について
【改正前】
第４条 本会は第２条に定める目的を達成するため、
　　　　下記の事業を行う。
　　　（１）　総会の開催。（６月第２日曜日）
　　　（２）　会報の発行。
　　　（３）　会員名簿の維持、管理および発行。
　　　（４）　役員会（適時）及び常任委員会。（年３回程度）
　　　（５）　母校発展のための後援。
　　　（６）　本会に功労のあった会員の表彰及び弔慰。
　　　（７）　その他必要な事業。

【改正後】
第４条 本会は第２条に定める目的を達成するため、
　　　　下記の事業を行う。
　　　（１）　総会の開催。（原則６月第２日曜日）
　　　（２）　会報の発行。
　　　（３）　会員名簿の維持、管理および発行。
　　　（４）　役員会（適時）及び常任委員会。（年３回程度）
　　　（５）　母校発展のための後援。
　　　（６）　本会に功労のあった会員の表彰及び弔慰。
　　　（７）　その他必要な事業。

　

平
成
二
十
九
年
度
秋

の
叙
勲
受
章
に
お
い
て
、

高
校
十
期
卒
業
生
の
森

本
泰
次
（
た
い
じ
）
氏

が
受
勲
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
民
生
児
童
委
員

を
長
年
務
め
ら
れ
「
社

会
福
祉
功
労
」
と
し
て

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

森本　泰次（高校10期）
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株式会社和田金属
高校33期

■本　　社/〒550-0025 大阪市西区九条南4丁目8番17号
　　　　　　TEL（06）6581-0779㈹　FAX（06）6581-0781
■第2工場/〒550-0025 大阪市西区九条南4丁目9番1号
■第3工場/〒550-0025 大阪市西区九条南3丁目13番6号
■香川営業所/〒769-2400 香川県大川郡津田町瀬の下
　　　　　　TEL（0879）42-2712

和　田　利　章代表取締役社長

一本松海運株式会社
大阪市北区中之島６丁目４番７号

TEL：06-6441-0532　FAX：06-6441-0530
E-mail　ippon@ipponmatsu.co.jp　http://www.ipponmatsu.co.jp

〒550-0031　大阪市大正区泉尾7丁目3番10号
ＴＥＬ　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 0 3 3 5 ㈹
ＦＡＸ　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 1 0 5 1　

　E-mail:tokonami@itoseiko.co.jp

床　次　一　夫取締役社長

高校17期

〒550-0023　大阪市西区千代崎2丁目22‒6
　　　　　　ＴＥＬ　0 6 ‒ 6 5 8 1 ‒ 9 0 0 0
　　　　　　ＦＡＸ　0 6 ‒ 6 5 8 1 ‒ 7 2 0 1

末　友　良　紀代表取締役

総合ビル管理

株式会社 スエトモ

高校23期

小西　芳江（高12期） 小西　芳江（高12期）

〒542-0085　大阪府大阪市中央区心斎橋筋1‒5‒7　
　　グルメセレクションセーナ5F

地下鉄御堂筋線　心斎橋駅5番出口より徒歩3分
本社〒541-0047　
大阪市中央区淡路町4-7-5  本町ハイエストビル2F
Tel 06-6203-0888
Fax 06-6203-0777

株式会社　CONY　JAPAN 株式会社　エクセレントダイニング
住宅リフォーム

水まわりリフォーム専門店

もつ鍋と鶏焼のお店

心斎橋
（旧 一発屋）

えがお屋

Tel　06－6258－1828
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
朝
の
あ
い
さ
つ

運
動
」
と
「
駐
輪
整
備
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
「
大
正
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
」
や
「
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
と
い
っ
た
校
外
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
今
回
も
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

を
出
店
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
１
台
増
や
し
、
２
台
設
置
し
ま
し
た
。

毎
年
、
幼
稚
園
児
や
小
学
校
低
学
年
の
お

子
さ
ん
が
多
い
の
で
、
パ
ネ
ル
に
は
数
字

や
動
物
な
ど
わ
か
り
や
す
く
て
可
愛
い
絵

を
描
き
ま
し
た
。
２
台
で
行
う
の
は
今
回

が
初
め
て
で
、
設
置
場
所
や
列
整
備
、
パ

ネ
ル
ま
で
の
距
離
な
ど
を
決
め
ま
し
た
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
で
計
画
通
り
に
進
め

ら
れ
る
か
な
ど
不
安
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
、

大
人
た
ち
は
応
援
し
た
り
、
一
緒
に
投
げ

た
り
と
、
地
域
の
方
々
も
み
ん
な
笑
顔
が

絶
え
ず
、楽
し
さ
に
囲
ま
れ
た
空
間
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
閉
店
時
間
を
過
ぎ
て
も
で

き
る
か
ど
う
か
聞
い
て
く
だ
さ
る
お
客
さ

ん
も
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
盛
り
上
が
り
を
見
て
、
閉
店
後

に
は
不
安
か
ら
達
成
感
へ
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
と
交
流
を
も
て
た
事
は
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
か
ら
新
し
く
「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
を
始
め
ま
し
た
。
学
校

で
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
イ

オ
ン
に
も
っ
て
行
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
。
そ

こ
で
得
た
お
金
が
支
援
団
体
に
寄
付
さ
れ
、

ワ
ク
チ
ン
と
な
り
発
展
途
上
国
の
子
ど
も

た
ち
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

学
校
全
体
の
ゴ
ミ
分
別
の
意
識
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
で

少
し
で
も
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い

か
と
考
え
た
結
果
、
こ
の
活
動
を
始
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
１
ヶ
月
で
約
３

１
０
０
個
集
ま
っ
た
の
で
、
３
人
分

の
ワ
ク
チ
ン
に
換
わ
り
ま
す
。
今
後

も
役
に
立
て
る
こ
と
を
考
え
、
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
文
化
祭
で
す
。
今
回
の
生

徒
会
企
画
で
は
、
写
真
を
使
っ
て
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
作
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
高
校
生
活
の
思

い
出
の
写
真
を
提
供
し
て
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
写
真
を
組
み
合

わ
せ
、
生
徒
会
役
員
と
生
徒
会
の
先

生
方
と
一
緒
に
時
間
を
か
け
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
泉
尾
高
校
の
校
章
に

絆
の
文
字
を
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

泉
尾
高
校
３
学
年
全
体
で
の
最
後
の

文
化
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
も
2
回
、
春
と

秋
に
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
は
、
晴

れ
の
場
合
は
学
校
周
辺
や
大
正

区
の
地
域
を
４
つ
の
コ
ー
ス
に

分
け
清
掃
を
し
、
雨
の
場
合
は

校
内
清
掃
を
行
い
ま
す
。
生
活

委
員
や
ク
ラ
ブ
部
員
、
先
生
方

を
中
心
に
、
有
志
の
生
徒
、Ｐ

Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
の
方
々
も
協
力

し
て
く
だ
さ
り
、
春
は
2
6
5

名
、
秋
は
2
0
1
名
、
合
計

4
6
6
名
の
方
々
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

  

大
正
駅
周
辺
・
大
正
通
り
に

は
ゴ
ミ
が
多
い
の
で
、
今
後
も

集
中
的
に
き
れ
い
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

  

平
成
30
年
度
は
、
泉
尾
高
校

と
大
正
白
稜
高
校
が
協
力
し
合

い
、
5
月
22
日
（
火
）
と
10
月

17
日
（
水
）
に
実
施
し
ま
す
。

生
活
委
員
や
ク
ラ
ブ
部
員
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
多
く
の
生
徒

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
な
ど
全
体
で

行
え
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
徒
会
副
会
長

　
　
　
　
　

植
田　

喬
之

◇ 

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

◇ 

駐
輪
整
備

◇ 

文
化
祭

生
徒
会
活
動

生
徒
会
活
動

　

生
徒
主
体
の
図
書
館
自
治
や
広
報
な

ど
、
充
実
し
た
委
員
会
が
活
動
で
き
た

１
年
で
あ
っ
た
。
季
節
に
合
わ
せ
た
特

集
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
昨
年

度
か
ら
継
続
し
、
今
年
度
は
さ
ら
に
図

書
館
内
の
模
様
替
え
も
行
い
、
１
人
が

け
の
ソ
フ
ァ
ー
を
設
置
し
た
り
、
新
着

本
コ
ー
ナ
ー
を
よ
り
見
や
す
く
レ
イ
ア

ウ
ト
し
た
り
、
よ
り
よ
い
環
境
の
図
書

館
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
図
書
の
貸
し
出
し
件
数

や
来
館
人
数
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

こ
の
流
れ
を
後
輩
た
ち
に
も
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
で
、
今
後
よ
り
一
層
、
図

書
委
員
の
活
動
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

生
活
委
員
会
は
、
校
内
美
化
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
年
度
当
初
に
各
ク
ラ
ス
の

清
掃
分
担
区
域
を
周
知
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
、
年
間
を
通
じ
て

日
常
清
掃
の
取
り
組
み
向
上
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

１
学
期
を
中
心
に
、
校
内
の
食
べ

歩
き
禁
止
を
呼
び
か
け
る
放
送
も

行
い
ま
し
た
。
３
学
期
か
ら
は
ゴ

ミ
の
分
別
種
類
が
増
え
た
の
で
、

分
別
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
分
別
方

法
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。
毎
年

恒
例
の
、
体
育
祭
や
文
化
祭
で
の

ゴ
ミ
箱
設
置
や
ゴ
ミ
回
収
、
年
２

回
の
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
参
加
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
植
え
付
け

に
は
、
多
く
の
生
活
委
員
が
参
加

し
、
学
校
内
外
の
美
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
美
化
活
動
以
外
に
も
、

健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
と
し
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
し
た
冬

季
に
、
換
気
を
呼
び
か
け
る
放
送

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
活
動
を

継
続
し
、
生
活
委
員
が
校
内
美
化

の
推
進
、
健
康
意
識
向
上
の
中
心

的
役
割
を
担
え
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
大
正
白
稜
高
校
の
１

期
生
が
入
学
し
ま
す
。
学
校
名
は
違
い
ま

す
が
協
力
し
合
い
、
活
気
溢
れ
る
学
校
に

し
て
い
き
た
い
で
す
！

　
　
　
　
　
　

生
徒
会
長　

林　

朋
之
介

生
活
委
員
会
　
活
動

図
書
委
員
会
　
活
動
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【4年制大学】
大阪学院大学
大阪経済法科大学
関西外国語大学
甲子園大学
相愛大学
阪南大学
龍谷大学

【短期大学】
大阪女学院短期大学
関西女子短期大学
甲子園短期大学
東大阪短期大学

【専門学校】
ヴェールルージュ美容専門学校
大阪アニメーションカレッジ専門学校
大阪アニメーションスクール専門学校
大阪アミューズメントメディア専門学校
大阪医療秘書福祉専門学校
大阪医療福祉専門学校
大阪ウェディング＆ホテル観光専門学校
大阪ウェディングアンドブライダル専門学校
大阪こども専門学校
大阪自動車整備専門学校
大阪スクールオブミュージック専門学校

大阪ダンス＆アクターズ専門学校
大阪動植物海洋専門学校
大阪ビジネスカレッジ専門学校

【就職】
青山シャフト工業（株）
（株）今井
ウツエバルブ（株）
（株）梅の花
（株）大阪建材センター
大阪鋼圧（株）
(株 ) オクムラ道路
（株）カクヤス関西支社
（株）カノー食品館アプロ
がんこフードサービス（株）
（株）関西エアカーゴセンター
近畿通関（株）
（株）きんでん
（株）５５１蓬莱
鴻池運輸（株）大阪港支店
（株）神戸屋ロジスティクス
（株）コーユービジネス
三和鋼管（株）
鈴木合金（株）
太陽エンジニヤ（株）
太洋通信工業（事務職）
大和紙料（株）

高田鋼材工業（株）
（株）高谷鉄工所
（株）高鍋食品
帝国製鋲（株）
（株）手原産業倉庫
東海旅客鉄道（株）関西支社
中村工業（株）
西野産業（株）
（株）ニチナン
日本貨物鉄道（株）関西支社
（株）阪神髭定
（株）藤丸
藤原運輸（株）
（株）蓬莱
間口ジェネラルサービス (株 )
増谷ボルト（株）
（株）マリークヮント　コスメチックス
（株）マルハニチロ物流サービス関西
（株）万代
（株）美スギ
（株）美々卯
（株）ヤマザキ物流
（有）リング
（株）ロイヤルホテル
(株 )　ワン・ダイニング
自衛官　一般曹候補生

　

今
年
度
70
期
生
は
、
138
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
２
月
10
日
現
在
の
進
路
決
定
者

が
113
名
と
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
社
会
で
ご
活

躍
な
さ
っ
て
い
る
同
窓
生
の
方
々
の
お
力
添
え

の
た
ま
も
の
と
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

進
路
の
内
訳
は
、
就
職
が
60
名
、
進
学
が
53

名
で
す
。
就
職
で
は
、
学
校
斡
旋
で
50
名
が
内

定
し
、
現
時
点
で
の
内
定
率
は
94
％
で
す
。
ま

た
公
務
員
に
1
名
、
縁
故
就
職
で
も
9
名
が
決

ま
り
ま
し
た
。
昨
今
は
人
手
不
足
の
社
会
情
勢

に
あ
り
、
特
に
も
の
づ
く
り
や
物
流
関
係
で
求

人
増
の
傾
向
で
し
た
。
継
続
的
に
求
人
・
内
定

を
い
た
だ
い
て
い
る
地
元
の
企
業
も
多
く
、
希

望
の
職
種
を
選
択
で
き
た
生
徒
が
多
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

70期生の進路
【
教
職
員
の
異
動
】
４
月
１
日

校
長　
　
　
　
　
　

吉
村　
　

烈　

門
真
な
み
は
や

国
語　
　
　
　
　
　

新
里　
　

薫　

千
里
青
雲

国
語
・
講
師　
　
　

河
野
久
美
子　

桃
谷
Ⅲ
部

社
会
・
講
師　
　
　

前
田
あ
づ
さ　

阿
武
野

数
学　
　
　
　
　　

阿
島　
　

剛　

寝
屋
川

保
健
体
育　
　
　　

白
井　

晶
浩　

大
正

家
庭　
　
　
　
　　

伊
賀　
　

薫　

高
石

美
術
・
講
師　
　
　

吉
開　

久
美 

書
道　
　
　
　
　　

福
田　

敦
恵　

育
休
よ
り
復
帰

英
語　
　
　
　
　
　

田
邊　

正
雄　

北
か
わ
ち
皐
が
丘

英
語
・
講
師　
　
　

柏
田　

宏
樹　

福
井

情
報
・
講
師　
　
　

山
木　

政
行　

福
井

養
護
教
諭　
　
　　

阿
南
江
美
子　

豊
島

主
査　
　
　
　
　　

藤
井　

浩
也　

鳳
土
木
事
務
所

国
語･

非
常
勤　
　

村
上　

勝
八

数
学･

非
常
勤　
　

舟
尾　

一
希

体
育･

非
常
勤　
　

谷
口　

万
貴

音
楽･
非
常
勤　
　

中
尾　

文
一

書
道･
非
常
勤　
　

友
田　

宣
明

英
語･

非
常
勤　
　

氏
岡　

靖
貴

要
配
慮･

非
常
勤　

工
藤　

桂
司

日
本
語･

非
常
勤　

戸
川　

久
代

【
転
入
・
新
規
採
用
】

　

進
学
の
内
訳
は
、
大
学
10
名
、
短
期
大
学
6

名
、
専
門
学
校
32
名
、
各
種
学
校
5
名
で
す
。

本
年
度
は
特
に
A
O
入
試
で
の
合
格
が
多
い
中
、

目
標
を
高
く
見
据
え
一
般
受
験
を
し
て
い
る
生

徒
が
数
名
お
り
ま
す
。
家
庭
の
経
済
状
況
の
影

響
で
、
希
望
が
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
生
徒
も
多
く
、
な
か
な
か
実
績

が
増
え
な
い
現
状
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
生
徒
の
自
己
実
現
を
後
押
し
で
き
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
、
同
窓

生
の
皆
様
と
ご
縁
の
あ
る
企
業
様
か
ら
の
多
数

の
求
人
、
ま
た
上
級
学
校
の
指
定
校
推
薦
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

校
長　
　
　
　
　

稲
垣　
　

靖　

桃
谷
Ⅲ
部

国
語　
　
　
　
　

廣
嶋　

由
美　

山
本

社
会
・
講
師　
　

河
内
埜
眞
司　

府
立
非
常
勤

数
学　
　
　
　
　

橋
爪　
　

剛　

夕
陽
丘

理
科
・
講
師　
　

石
井　
　

宏　

他
府
県

保
健
体
育　
　
　

大
田
黒
広
道　

阿
倍
野

家
庭　
　
　
　
　

武
林　

元
大　

大
塚

美
術　
　
　
　
　

竹
内　

千
佳　

退
職

書
道
・
育
休
代
替　

浅
田　

恭
子　

府
立
非
常
勤

英
語　
　
　
　
　

小
林　

信
哉　

光
陽
支
援

養
護
教
諭　
　
　

山
岡　

育
代　

守
口
東

主
査　
　
　
　
　

辻
岡　

唯
史　

長
吉

新
校
長
に
吉
村　

烈 

氏

稲
垣
氏
は
桃
谷
高
校
へ

【
転
出
】



母
校
は
今
　
ク
ラ
ブ
活
動

母
校
は
今
　
ク
ラ
ブ
活
動
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今
年
の
夏
の
大
会
で
は
初
戦
突

破
し
、
５
年
ぶ
り
に
校
歌
を
歌
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
年
生
が

引
退
し
現
在
２
年
生
７
人
、
１
年

生
７
人
と
少
な
い
人
数
で
す
が

日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
大
正
白
稜
高
校

と
の
連
合
チ
ー
ム
と
な
り
ま
す
が

泉
尾
高
校
の
伝
統
を
引
継
ぎ
公
式

戦
で
勝
利
で
き
る
よ
う
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。
是
非
球
場
に
来
て
い

た
だ
き
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
3
年
生
4
名
、
2

年
生
4
名
の
8
名
で
毎
日
一
生
懸

命
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
人
数
は

少
な
い
で
す
が
、
下
手
で
も
バ
ス

ケ
ッ
ト
が
好
き
な
人
が
集
ま
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
夏
の
大
会
で

は
接
戦
の
末
、
勝
利
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
精
進
し
て
、

6
17
7
15
11
4
9
6
0
0
0
3
1

79

H.27

2
17
6
14
11
6
18
7
0
2
0
3
6

92

H.28

3
15
0
4
4
4
6
5
8
0
2
5
4

60

H.27

3
16
2
0
7
1
3
5
10
0
4
2
3

56
139
538
25.8

148
488
30.3

H.28

1
16
4
7
8
5
11
1
0
1
0
4
5
1
64

H.29

1
20
6
2
3
3
3
1
9
0
3
2
3

56
120

H.29運動クラブ部名

陸　　上
硬式野球
ソフトテニス
サッカー
男子バスケット
女子バスケット
バレーボール
バトミントン
剣　　道　
卓　　球
柔　　道
ラグビー
水　　泳
ボクシング
　運動部　計

文化クラブ部名

放　　送
軽　音　楽
美　　術
パソコン
Ｅ　Ｓ　Ｓ
吹　奏　楽
茶　　道
書　　道
漫画研究
演　　劇
ハンディクラフト
将　　棋
園　　芸

クラブ部員数　加入率（平成27～29年度）

部員数　計
在籍数
入部率（％）

★
硬
式
野
球
部

★
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

★
サ
ッ
カ
ー
部

★
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

★
陸
上
競
技
部

★
水
泳
部

★
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

★
ボ
ク
シ
ン
グ
部

!!!!
よ
り
一
層
練
習
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
部
員
が
少
な
い
中
で

の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
す
べ

て
の
公
式
戦
に
出
場
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
３
年
生
が
引
退
し
、

現
在
、
部
員
１
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
1
月
の
新
人
戦
に
は
守
口

東
高
校
・
北
か
わ
ち
皐
が
丘
高

校
・
門
真
な
み
は
や
高
校
と
合
同

チ
ー
ム
を
組
ん
で
出
場
し
、
１
勝

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
入

生
の
入
部
に
期
待
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
も
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
70
期
生
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
で
試
合
に
参
加

し
ま
し
た
。
３
年
生
が
引
退
し
て

か
ら
は
、
部
員
不
足
の
た
め
試
合

に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
大
正
白
稜
１

期
生
と
共
に
試
合
に
出
場
し
、
勝

利
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

部
員
は
少
な
い
で
す
が
、
「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
心
な
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
日
々
の
練
習
に
励
み
、
部

別
で
昇
格
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
式
戦
の
結
果
は
、
H
P
に

ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
も
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
は
部
員
３
名
（
選
手
２

名
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名
）
で
放

課
後
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
数
は

少
な
い
で
す
が
、
大
正
高
校
と
の

合
同
練
習
や
、
同
じ
く
部
員
の
少

な
い
学
校
と
合
同
で
練
習
試
合
を

お
こ
な
い
、
少
し
で
も
大
人
数
で

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
部
員
の
確

保
に
努
め
、
サ
ッ
カ
ー
を
と
お
し

て
成
長
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

現
在
、
男
子
４
名
（
２
年
１

名
・
１
年
３
名
）
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
春
季
大
会
・

総
体
・
新
人
大
会
の
３
つ
の
公
式

戦
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１

月
に
公
立
高
校
研
修
大
会
に
も
出

場
し
、
所
属
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
ス
ト
４

ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
２
月
に

は
中
学
校
16
校
・
約
1
2
8
名
を

招
い
て
の
研
修
大
会
を
本
校
に
て

実
施
し
、
地
域
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

振
興
を
図
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
男
子
４
名
（
２
年
２

名
・
１
年
２
名
）
、
女
子
１
名

（
２
年
１
名
）
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
地
区
大
会
、
高

校
対
校
選
手
権
、
新
人
戦
に
加
え
、

２
つ
の
記
録
会
に
も
出
場
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
に
お
い
て
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

ん
で
い
ま
す
。
各
自
が
目
標
を
定

め
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
部
員
０
名
で
活
動
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
在
校
生
に
引
き

続
き
声
か
け
を
し
て
い
く
と
と
も

に
、
新
年
度
で
は
学
校
の
体
制
も

大
き
く
変
化
し
ま
す
の
で
、
部
員

確
保
へ
と
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

高
校
３
年
間
で
し
か
体
験
で
き
な

い
部
活
動
と
い
う
場
を
通
し
て
、

個
々
が
自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
し
、

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
子
ど
も
た

ち
の
背
中
を
押
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
応
援
下
さ
い
。

　

木
谷　

陸
（
キ
タ
ニ
リ
ク
）
君

（
２
年
生
）
が
、
第
29
回
全
国
高

等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
抜
大
会

（
兼
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
）
ラ
イ
ト
級
で
、

第
３
位
の
好
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

会　　長

副　会　長

書　　記

会　　計

会計監査

企画委員

岡　田　美　保
田　内　佐　智
北　川　　　舞
木　谷　千　春
青　江　貴　子
山　口　めぐみ
藤　村　英　輝

モンリアル・ルースべンニダ
島　袋　恵　子

役　　職 氏　　　名
平成29年度　PTA役員名簿

70期生 同窓会新幹事（常任委員）
亀　井　理　那　　　大石根　勝　士



　

現
在
、
１
年
生
２
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
表
千
家
の
先
生
に
毎

週
月
・
木
曜
日
に
ご
指
導
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
活
動
場
所
は

３
階
の
作
法
室
で
す
。
文
化
祭
で

お
点
前
を
披
露
で
き
る
よ
う
に
お

稽
古
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、

お
茶
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

園
芸
部
で
は
主
に
校
舎
周
り
の

草
花
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
生
活
委
員
会
と
合
同
の

緑
化
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
文
化
祭
で
は
、
校
内
で
咲
い

た
花
の
写
真
や
、
花
言
葉
を
調
べ

て
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
部
員
4
名
で

合
同
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
各
自
が

目
標
を
持
ち
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
、
3
年
生
が
泉
尾
高
校
初

の
西
日
本
代
表
に
選
抜
さ
れ
、
花

園
で
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

現
役
は
こ
れ
に
続
け
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
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１
年
生
（
４
名
）、２
年
生
（
５

名
）
の
計
９
人
（
３
年
生
４
人
は

引
退
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
校

内
ラ
イ
ブ
・
文
化
祭
な
ど
の
校
内

で
の
活
動
に
加
え
、
大
正
区
役
所

主
催
の
大
正
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス

タ
・
区
民
音
楽
祭
・
区
民
ま
つ
り

に
も
出
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初

め
て
校
外
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

（
ス
タ
ジ
オ
2
4
6
主
催
）
に
参

加
す
る
な
ど
、
新
し
い
こ
と
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
！

　

現
在
、
２
年
生
２
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
例
年
と
同

様
に
ま
ん
が
甲
子
園
に
向
け
、
作

品
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
文
化
祭

に
お
い
て
は
パ
ネ
ル
作
成
や
作
品

展
示
を
行
い
、
活
動
を
周
知
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
き

講
義
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
外
部

で
行
わ
れ
る
講
習
に
参
加
す
る
等
、

活
動
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

★
園
芸
部

★
軽
音
楽
部

★
漫
画
研
究
部

★
茶
道
部

★
パ
ソ
コ
ン
部

★
吹
奏
楽
部

　

ま
た
、
O
B
・
O
G
の
方
々
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
今
年
度
も
O
B
戦
は

11
月
に
行
う
予
定
で
す
。

　

来
年
度
に
大
正
白
稜
高
校
１
期

生
募
集
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今

年
度
の
中
高
連
絡
会
・
中
学
校
訪

問
・
学
校
説
明
会
は
昨
年
度
か
ら

一
新
し
た
形
で
行
い
ま
し
た
。
大

正
高
校
と
の
合
同
で
行
っ
た
中
高

連
絡
会
で
は
例
年
の
倍
以
上
の
中

学
校
教
員
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
、
秋
期
に
行
っ
た
中
学
校
訪
問

で
は
多
く
の
質
問
を
い
た
だ
き
、

新
校
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
５
回
行
っ
た

★
ラ
グ
ビ
ー
部

　

今
後
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
自
主
作
成
動
画
の
作

成
を
行
い
、
文
化
祭
に
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
来
年
度
は
動
画
だ

け
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

音
楽
編
集
や
検
定
試
験
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
パ
ソ
コ
ン
分
野
に
つ
い

て
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
新
入
部
員
の
獲
得
に
勤
め

ま
す
！

　

現
在
、
部
員
２
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

  

今
年
度
の
活
動
は
、
文
化
祭
出

演
、
大
正
区
主
催
の
区
民
音
楽
祭

と
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

大
正
・
泉
尾
工
業
高
校
と
合
同
演

奏
、
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
音
楽
会
に
て

港
・
茨
田
・
大
正
・
昇
陽
高
校
と

合
同
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
少
人

数
で
す
が
、
学
校
内
か
ら
外
部
演

奏
ま
で
幅
広
く
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
合
同
練
習
を
通

し
て
、
吹
奏
楽
が
好
き
な
仲
間
と

の
関
わ
り
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

☆
中
高
連
絡
会
　
☆
中
学
校
訪
問

☆
学
校
説
明
会

学
校
説
明
会
は
、
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
や
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

公
開
な
ど
で
広
報
を
行
い
、
毎

回
１
０
０
名
を
越
え
る
参
加
者

で
、
た
い
へ
ん
好
評
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
校

と
な
り
、
名
前
は
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
泉
尾
高
校
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
大
正
白
稜
高
校

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
今

後
も
広
報
活
動
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１　

私
た
ち
の
指
で　

空
に
文
字
を
書
こ
う

　
　
　

青
春
と
い
う
字
を
大
阪
の
空
に

　
　
　

子
ど
も
で
も
な
く
大
人
で
も
な
い

　
　
　

不
思
議
な
時
間
の
中
で　

止
ま
っ
て
い
て
は
い
け
な
い

　
　
　

泉
尾
の
地
で
共
に
歩
む　

大
正
白
稜
高
等
学
校
で

　

２　

私
た
ち
の
腕
で　

大
地
に
木
を
植
え
よ
う

　
　
　

友
情
と
い
う
名
の
木
を
育
て
よ
う

　
　
　

悩
み
も
あ
る
け
ど
笑
い
も
あ
る

　
　
　

日
々
の
営
み
の
中
で　

星
を
仰
い
で
語
ろ
う

　
　
　

泉
尾
の
地
で
共
に
過
ご
す　

大
正
白
稜
高
等
学
校
で

　

３　

港
か
ら
の
風
が　

涼
し
く
頬
を
な
で
る

　
　
　

こ
の
空
と
海
は
世
界
へ
と
続
く

　
　
　

別
れ
も
あ
る
け
ど
出
会
い
も
あ
る

　
　
　

広
が
る
豊
か
な
未
来　

行
く
手
は
違
う
け
れ
ど

　
　
　

泉
尾
の
地
で
思
い
出
そ
う　

大
正
白
稜
高
等
学
校
を

　
　
　

大
正
白
稜
高
等
学
校
を

大
阪
府
立 

大
正
白
稜
高
等
学
校 

校
歌
　

作
詞
・
作
曲　

青
島
広
志
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昨
年
の
総
会

　

昨
年
６
月
11
日
、
高
校
21
期
俣
野

恒
雄
氏
の
司
会
で
『
総
会
』
が
開
会

さ
れ
、
辻
井
会
長
挨
拶
、
稲
垣
名
誉

会
長
挨
拶
（
母
校
の
現
況
、
統
合
整

備
の
方
向
）、
来
賓
紹
介
、
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
役
員
紹
介
等
順
調
に
進

行
し
、
半
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
懇
親
会
は
、
高
校
21
期

桑
垣
久
美
子
氏
の
司
会
進
行
で
、
林

誠
元
校
長
先
生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発

声
で
始
ま
り
、
す
て
き
な
料
理
で
歓

談
が
弾
み
、
全
員
の
笑
顔
と
笑
い
声

　
昨
年
の
総
会
は
、
晴
天
の
下
、「
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
」

に
お
い
て
六
十
九
名
の
白
稜
会
員
が
寄
り
集
い
開
催
致
し
ま
し
た
。

  今年の総会は６月１7日（第３日曜日）に「ホテルヴィアーレ大阪」で開催します。
当日は、正午からの総会に続いての懇親会でおくつろぎ下さい。
　皆様の白稜会存続に向けて、多くのご意見を頂きたいと思います。
又、お楽しみ抽選会では、豪華景品多数を揃えてお待ち致しております。
　是非とも同期の方など、お誘いあわせの上奮ってご参加下さい。

平成30年度総会にご参加を！

（
下
）
集
合
写
真

（
以
上
）
懇
親
会
、
校
歌
斉
唱

の
絶
え
な
い
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
ス
ピ
ー
チ
タ
イ
ム
で
は
、

各
会
員
の
思
い
出
話
や
、
白
稜
会
の

発
展
に
向
け
た
意
見
や
母
校
の
統
合

整
備
の
現
状
に
叱
咤
激
励
の
言
葉
が

数
多
く
連
な
り
ま
し
た
。

　

終
盤
は
、
恒
例
の
福
引
き
大
会
が

行
わ
れ
、
最
後
に
高
女
・
高
校
校
歌

の
斉
唱
の
後
、
山
添
副
会
長
の
閉
会

の
辞
で
来
年
度
の
再
開
を
約
し
て
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。




